
委員長　取　　　出　　　　隆

関東人套県予選個人戦よ，男子鯨岡高，女

子県営コートで，いずれもクレーコートを使

用して実施。男子は永井，若松（日一），女

子は矢口・柴山（土二）が優勝，大きな波乱

もなくそれぞれ16組の県代表が決定された。

関東選手権本大会は，7月21．22日の両日

神奈川県小田原市で開催された。本県は昨年

度・個人戦で男女共擾勝しているので，選手

達は先輩の偉業を固守すべく，全力を尽して

闘った。各選手，よく頑張ったが，男子は期

待の永井，若松（日一）が当らず，辛うじて

皆川畠山（日工）が4剛賄こ進出，ペスト

32にとどまった。団体戦も惨敗に終って勢い

が上らなかった。しかし，女子の活躍は盛ん

で・本多，林（日二）が第1シードの堀内，
・南山（東京富士見）を4－3で破り，準決勝

に出て，金井，木村（埼玉Il憾女）と対戦，

マッチポイントを奪い合う熱戦を展開，有利

に試合を進めながら4－3で勝運は相手につ

いてしまった。鈴木，黒沢（日商）も準々で

川越女の同チームと対戦，やはり4－3のも

う一歩というところで惨敗した。その他，矢

口，柴山（土二），渡辺，藤田（日商）が5

回戦でペスト16に，元木，高井（土二），根

本・村山（日二）らが4回戦でペスト32本に

入った。今年は優勝こそ逸したが，昨年の1．

2・3位独占の成績に次ぐ根性を発揮してくれ

たことはうれしい。

続く団体戦では，土浦二高が準優勝の成績

を収め，磯原高も第3位入賞を果した。特に

土浦二は決勝戦でl対lとなったあと，主将

同士の決戦でゲームカウント3－2のボール

カウント3－1まで追い込みながら運転され

てしまった。「試合に勝って勝負に負ける」

結果を招いたことは残念であった。

尚，今年は関東高体連20周年行事が行なわ

れ，本県では功労者として高橋記明（石二）

先生ほが，9名の旧，現役員の一雄が受賞さ

れた。

全日本県予選は，土浦市営，石岡二高を会

場に実施。個人戦では第1シード永井，若松

（日一）が敗れ，第2シード宮田，鈴木（古

－）も決勝に出られないという秤々意外な試

合になったが，広瀬，百目鬼（館一）のチー

ムワークとコントロールのきいだ強力なサー

ビスが決まり，皆川，畠山を破って優勝し

た。女子も男子と同様に，矢口，柴山（土二

）や鈴木，黒沢（日商）が決勝まで残らず，

伏兵豊崎，伊藤（鉾二）と本多，林（日二）

の対戦となり，本多組の優勝となった。団体

戦は学校代表の名誉をかけているだけに，

戟一戦熱が入った。男子は決勝リーグで，古
一・日大土浦，館一，日一が争ったが，古河

一が順当に点をあげて優勝した。一方女子団

休戦は，6年連続優勝を目指
書、一一‾　　▲‘・，＿二＿－　－　　－　　　　　　　　　　　　　　　‾

リ

㌻土浦二が予選＿
－グで磯原に不覚の一敗を喫

‾－　‾　－－

って， 勝リ
一　・一‾一

望宴。どこ

－グで全勝しなが
したのがたた

ら無念の涙を
一一－　－　＿　－　　●　　－一一一‾－　　‾一、－　　－－　　－　－一一　　一一一‾‾‾‾一一●一一　●　　　、－　＿

にでもある試合結果の明暗だが

土浦二はテスト中の試合が大きく影響したよ

うだ。しかし土浦二の5年連続の大記録はこ

こ当分敗れる
ヽ一一一一一一・一一一一一一

ことはあるまい。それにしても

磯原の少数精鋭チームの

であった。

予想外の活躍は立派

インターハイは千葉県茂原市の新設コート

で行なわれた。やはり全国高体連軟式庭球部

20月字記念式典が挙行され本県からは男子
●一　一一一一一〇一一＿　　　一　　一

優秀校として日立一高，女子優秀校として土

浦こ高が表彰され・続いて功労者表彰があり

永年勤続の旧，現役員の該当者が受彰された

本年は例年と興って開会式を前日に実施，試

合は第2日日8時より開始するということな

ので・一部本県選手で開始時刻に遅れるとい

う不手際があった。

試合成績を見ると，個人鞠ま宮田，鈴木（
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高」弓．永井∴樟松（日一）．矢口．1－削J（

土二′　本多．林（臼二）らのホープが善戦

しだが，男女共5回戦で正より，／高、なか全

日本における上位進出の蛙は厚い感じがし

た古拙郁‡は古河一高が2剛鮎女子磯原高

が3剛残で，優勝校の指宿商業（鹿児島）と

当た：り善戦したが及ばず惜しくも2－－1で敗

れた。

国体県予選は8月に実施。これまでの予選

方式を若干変更し，予選回数を4回実施する

ことになった。選手にとっては大変厳しい試

合であったが，本当に強い選手を選び出すた

めの試みでもある。つまり第1次予選では各

ブロック2位までを2次予選に送り，2次予

選のブロック1位で3次予選を行ない，3次

予選と4次子選戦績を通算して上位3組を県

代表にするしくみをとったのである。

第24回長崎国体は，男子がストレート出場

で渡辺寿恵（土三教）先生が監督に推され

た。栃木県国体チームと小山市で交換練習試

合を実施，選手の強化向上に憲を注いで長崎

への意欲を見せた。本大会では善戦及ばず愛

知に3－0で敗れたが，ゲーム内容等におい

ては決して悲観的でなく，選手の自覚と強化

の積み重ねを行なえば何とかなる気がする。

女子は，関東ブロック予選があり宇都宮市

に於て行なわれた。関東代表1県という厳し

い予選にも拘わらず各選手とも，最後まで気

をゆるめず頑張ったが，結局，予選通過は出

来なかった。すべてを来年に期待したいとこ

ろである。

県民総合体育大会は，年々隆盛を極め，学

校対抗・蜘佐一のオープン駿であるためか熱も

上ってきた。だが申込み締切日が夏休み前な

ので，期限後に申し込みする学校が相当数あ

り，組合せ等々支障をきたしているので顧問

先生方に特に御注意願いたい。

出所子、時は関宮／（ンドア大会予運を兼ねて

l用28日にス章一ツセンターで行なった。水

出航の鮎高二は早朝より蹴牧場両のコー

ト作りとして席さじ、がらお礼を述べたい。役

員，非役員を問わず，このように献卯勺に協

力して下さる先生方のおられることは言卿こ心

強く，様式庭球帝の発展を大きく支えてくれ

るような気がする。インドアは男子，古河一

高．女子，鉾田二轟がそれぞれ二組を県代表

に送り込んで新しい勢力を作り出した。特に

今回のインドア大会は，45年度国体強化候補

選手選考を兼ねたため，県新人戦ペスト16組

をインドアに出場させた。そして予選トーナ

メント，決勝リーグを行なって上位9組を候

補選手に雅雄した。来年度におけるこれら選

手の練習と活躍を期して止まない。

その他，定通制大会が7月20円水戸会場で

実施。勤労生徒であるため．練翫訊こ恵まれ

ないのが気の毒である。窮屈も昨年から全国

大会がもたれ，県予選を含めているので，次

第に意欲的な試合が見られるようになった。

定通大会では水爆の高坂言西井の両先生にお

世話を頂き．無一向こ出来たこと付記しておき

ます。

軟式庭球部組織拡充の面では，役員の任務

分掌を作り，本部庇屈の強化コーチ委員を委

嘱し，選手強化，レベル向上を図ってきた。

強化コーチは原則としてプレーヤーで，人格

競技技能，羅弾力に憧れた先坐という条件で

各地改り次の方を雅せんしてもらった。即

ち，矢口民也（大子一），永井道夫（北茨城

），古沢滋（純減二），前島薙二（霞浦），

新郷千代子（麻生）先生らである。さすがに

諾い靖尊者だけあって械樹鮎こ拗らき，協力

して下さった。

このように本年度の各行陣一役員のお骨折

り，また県下各加臨校の先生方の御協力を得
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て，締りなく終了することができたこと御礼

申し上げます。唯，この間こおいて全日本県

予選組合せ不．適正周遊が起り，一部の蔦で本

部役員に反省すべき点があったこと深く責任

を感じます。何と言っても組合せの公正と審

判の厳正が選手の運不運を左右することにな

るので，慎重になさねばならないと思ってお

ります。

大会運営の面では穐々困雉な苦労の多い問

題が沢山あります。地区より勘」はれた黄任

の上に立って誠意をもってやっているつもり

ですが．個々には不満もあることを承知して

います。今後英本県軟式庭球発展のため，御

協力，御叱正をお願いする次第子ら

昭和44年度県高校軟式庭球春季選手権大会

5月2・3日　県営、水農コート

I竹　林・霞　訊諒　剛

7大久保・仙　波（籍　工）

I6室　田・大曽根（日　－）

21杉　浦・高　風湊　－）

25菅　谷・井　川鋒　一）

28岡　野・柴　沼（日大土浦）

32飯　島・山　口（鹿　島）

42野　沢・広　沢（妻　－）

48村　山・田　村（残　原）

53山　中・鈴　木〈錦　－）

57蟹　田・川　又（水　農）

63宮　田・鈴　木（古　－）

64吉　田・佐　藤（浩　一）

的山　本・秋　田（霞　浦）

78水　柿・石　島（館　エ）

84永　井・若　松（日　－）

f

9

iO

I5

24

村・I胎野（残　原）

本・松井（竜　ニ）

原・鈴　木（土

西・本　多（水

上・大　森は

29　緑木・山　歌日

30小　山・伊　藤（大

39大　野・梅田（土．＿コ

40井　坂・伊　藤（鉾：⇒

48神　永・村　田懐

49之　木・高　射土

58山　田・新　井僅

59涼∴辺・霹　田伯

66上　野・渡一辺（館　ニ）

69豊崎・伊　藤（日　二）

77津久井・入　江（土　二〉
47－

神　谷・山　崎（水　工）85◆

坂　井・石　川（茨キリ）95

山野辺・横　溝（水　－）96

直　井・町　田（古　一）105

宇賀神・引　田（日　－）106

黒　沢・伊　藤（高萩工）iI2

平和田・吉　川（竜　一）I16

高　崎・渡　辺（緑　剛I26

広　瀬・百目鬼（館　一日3i

小　原・斉　藤（日大土浦）135

高　畑・竹　中（土　三日38

篠　原・中　村（太　一）i43

横須賀・原　田（緑　剛I48

塚　本・宮　内（土　工）I54

深　作・伊　藤（清　一）I59

皆　川・畠　山（日　工）169

口・柴　山（土　ニ）78

日・菊　地（水女商）86

都・岡　田（妻　二）87

多・林（日　ニ）96

原・酒　井（北茨城）97

越・永　田（浩　二）103

口・桜　井（土

井・信　田（鈴

子・谷　田（麻

五　来〈日

瀬・京　橋（土

霹・石　崎（鋒

泉・錨　町（土

口・近　間結　二日45

村・相　良（緋牛久日49

木・黒　沢（日　副155

臭
　
矯
幕
末
　
五
十
　
三

）
　
）
　
）
　
＼
－
1
　
1
1

三
　
二
－
歎
　
二
　
成

）
　
　
）
　
　
）
　
）

原
　
二
　
二
　
商

十
大
‘
内
　
野
　
本
生
立
　
堀
山
大
百
一
土

〃
大
　
山
石
　
は
　
小
　
小
　
山
で
　
鈴

吉
岡

0
　
2
－
　
8
　
［
－
J
　
8
　
一
”
ヽ
｝
∴
∴
｛
m
U

l

 

I

 

I

 

h

ノ

L

一

　

｛

ノ

し

ー

　

3

　

－

着

J

l

 

i

 

i

 

l

 

i

 

l

m

r

 

l

）
　
）
　
l
I
I
　
）
　
＼
1
1
　
）
　
）

二
　
二
　
庄
工
　
二
　
二
　
二
　
二



〔戚評〕男子16掘，女子臨組が勧！。本

年度最初の公式戦が切女共・水戸去鳩で行な
われた。新ルール適）腔大チ沖陥姑こなった

選手もあったようだが，トラブルもなく，無

事終了することが幸だ。役享l言謙抑晩
生方のご協力のお蔭である。

男子は昨年国体出場の経験を持っ日五一の

若松が永井とペアーを組み・すい星の如く斑
角を現わした下館－の広瀬・百日鬼を4－－1

で放り・本年の緒戦を飾った。それにしても

第一シートa）竹林・iI瑚欄胴），馴l・畠
山（日工）らが振わなかったのは意外で．こ

れからの大会に活躍を望む。

女子刷枠・剖捜喫した朋と勢が大活躍
上位を占めたo奥村・小谷野（磯原）の優勝
が剛、と思われだが・底力を持った本多・林

（日二）に4－2で押し切られた。また，神

永・村出（磯原）・鈴木・黒沢（日商）らの

進歩がみられた。

昭和44年度関東高校軟式庭球選手権県予選
5月24日　於・緑岡高コート・県営コート

I　永　井・若　松（日　－）

2　高　橋・野　沢（館　－）

5　篠　原・中　村（太　一）

6　菅　谷・井l旧鋒　－）

8　山　中・鈴　木（館　－）

IO　鯉∴測・沢

は　粕　谷・岩

国　横須賀・原

は∴野∴沢・広

口　申　渡・片

i9　鶴　田・川

21皆　川・畠

22　吉　田・佐

25　村　山・田

26　渡∴辺・高

28　神　谷・山

本　多・林（日　二）

堀　越・永　田（浩　二）

平　之・伊　藤（水　三）

海　空・斉　藤（湊　ニ）

大　野・横　田（土　ニ）

内　田・菊　地（女　商）

内　田・大　凧鹿　島）

渡∴辺・藤　田（日　商）

大　高・五　来（日　二）

伊　籍・阿　部（竜　二）

宇津木・石　崎は　ニ）

矢　口・柴　山に＿ニ）

栗　原・鈴　木（水　三）

石　崎・堺　田（鋒　ニ）

浅　川・石　副水　ニ）

神　永・村　田榎　原）

男 子　　　　4 杉　浦・高　橋（湊

大　高・大　沢（水

大久保・仙　波（館　工）

山　崎・北　村（日　工）

宇賀神・引　田（日　－）

小　原・斉　藤（日　大）

松ケ崎・大曾根（磯　原）

宮　田・鈴　木（古　－）

平和田・吉　川は　－）

山野辺・横　溝（水　－）

大　熊・羽　石（古　－）

竹　林・西　野（緑ケ剛

長　峰・佐　藤（鉾　－）

高　崎・渡　辺（緑　剛

浅　羽・酒　井（多　賀）

広　瀬・百目鬼（館　－）

－48－

鈴　木・黒　沢（日

斉　藤・岡　野（古

倉　井・端　野は
山　田・新　井（綜

津久井・入　江（土

岡　部・岡　田は

鈴　木・沢　辺（石

根　本・山　形伯

矢　口・桜　井（土

久保田・生　井（鉾

高　野・田　中（館

橋　本・松　井は
小　泉・銭　町（土

牧　野・稲　葉（結

池　田・桧　山」（鉾

奥　村・小谷野（媛
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〔概評〕　春季大会雅雄の8糾，各地区予選

を経た8組，男女112組が関東大会出場をか

けて熱戦が展開された。男子は永井・若松（

日一）が順却こ擾勝したが，広瀬・百日鬼（

館一）が伏兵，山野辺・横溝（水一）にあえ

なく放れた。決勝では宮田・鈴木（五一）が

永井・若松（日一）に迫り好プレーを見せた

が，日立の永井組に一日の長があった。

女子は8本シートのうち，6本を螺北勢が

占め，辛うじて，2本の中シートに県南が入

り，県北選手絶対擾勢の組合せ。不調を伝え

られた土浦二の矢□・柴山組が回復して，本

多・林（日二），鈴木・黒沢（日商）らを一

跳して優勝した。なお，ベスト16が関東大会

出場に決定。

44年度関東・全日本軟式庭球選手権県予選（団体戦）

6月7日　土浦市営コート，石岡二高コート

男子予選リ　ー　グA

男子予選リ　ーグB

男　子　決　勝　リ

女子予選リ　ー　グA
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女子予選リ　ーグB

関東大会団体戦出場者

男子　日立一高

監督　秋　山　和　街

選手

嘉寿男

全日本的こ関東大会団体戦出場者

男子　古河一高

監督　石　原　　胱

選手

女子　磯原高

監督　酒　井　和

選手
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昭和44年度全日本高校軟式庭球選手権大会県予選

6月8日土浦市営コート

i　永　井・若　松（日

3∴飯　島・野　口（石

5　菅　谷・井　川鋳

7　大　熊・羽　石（古

8・村　山・田　村（韓

日　野　口・箕　輪（水

12　永　井・佐　川（高

14　広　瀬・百目鬼（館

15　山　中・鈴　木（館

17　丹　波・根　本（日

18　高　畑・竹　中（土

20　壁∴渕・沢　畑（水

23　樵須賀・原　田（緑

25　垂［井・町　田（古

26　飯　島・黒　須（鹿

28　山野辺・横　溝（水

I　矢・口・・柴　也（土　ニ）

2　中　野・大　越（日　ニ）

4　関　根・井中萩（水　三）

6　高　田・小　寒（鹿　島）

8　久保田・生　井（鋒　－）

10　元　木・高　井に　ニ）

12　田　中・宮　常（館　二）

i4　兵　村・小谷野（嶺　原）

is　涼∴辺・藤　田（日　商）

日　小　泉・駕　町（工

I8　宇津木・石　崎（古

20　豊　等・停∴霹（日’二）

23　琴∴罰・岡　田慎　二）

25　孝　口・矢　口（石　ニ）

26　大　友・鈴　木（猿　原）

38　亭　箪・田　中腐　ニ）

喜久芸・入　江信

孝　口・矢　口（右

裾∴接・井中萩（水

諒∴辺・稲　田（日

男　子　　　　　4
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皆　川・畠　山（日　工）29

井　岡・海老沼〈古　－）3I

相　原・浜　田（麻　生）32

粕　谷・岩　上（結　－）35

浅∴羽・酒　井（多　賀）37

高　橋・野∴沢（館　－）38

野　口・山　口（土　三）41

大久保・仙　波（館　工）42

神　谷・山　崎（水　工）的

落　合・小　野（結　－）45

松∴崎・大曾根（磯原））47

長　峰・佐　藤（鉾　一）48

宇賀神・引　田（日　－）50

堀　越・大　山（王　工）53

佐　藤・堀　口（太　一）55

宮　田・鈴　木（古　－）56

本　多・林

杉　山・柳

笠　原・酒　井（北茨城）

牧　野・稲　葉（結　ゴ　35

神　永・村　田（磯　原）36

小　口・近I昭結　ニ）39

木　村・秋　山（水　三）4I

津久井・入　江（工

栗　原・鈴　木（水

大　野・横　田（±

山　田・新　井（結

根　本・村　山（日

伊　藤・阿　部（竜

石　崎・堺　田（鉾

矢　口・桜　井（土

鈴　木・黒　沢（日
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昭和44年度県高校軟式庭球新人大会Il月！、2日

水戸市営、緑岡高、県営、水農高コート

i吉　日・重　言日　工）

I靖；忠・用　＿；七　三）

22土　子・山　霊章　一）

4　4　　男　子　　　　4

38秋　田・野　沢築　－）」　3

39志∴第・向　後侵　鴫）

50山　本・芳　賀椋∴親

65高　畑・竹　中に　三）

75畜　舎・岩　上高　一）

76大　窯・羽　石（言　－）

94車　乗・須賀日（三　工）

103言　重・佐　衰信　一）

旧字賀詩・引　田（日　－）

II4野　口・美　鈴（水　農）

132黒　沢・伊　蒸（高萩工）

i33岩　瀬・中　島（妻　－）

朝山　本・田　口（霞　浦）

同、口・近　川儒　ニ）

i6諏　訪・諏　訪（麻　生）

34臭　素・神　林に　ニ）

40濡　茅・関　歌古　ニ）

46、竹　丙・小　野（日　ニ）

62河　芽・石　崎優　ニ）

68上　野・淳　副妻　ニ）

82廃　暗・法　案偏　生）

97山　本・田　中（土一女）

剛水　葬・、培！根（多　割

出2第　木・鈴　木（瑳∴原l

調石　崎・乞　涼（窪

！．44ノ錬　村・大　山椋

i55三　木・淳　退席

間接∴山・合　田偏

聞岩　稀・績　雲′三、二′

優
4　勝

高　専・百目黒雷

鳥　　　　　′、品　　・■∴LJ∴ニ

ー　11　　－こ　　こ⊥／ソ

′　∴男●．ゴ∴汁、ク

大久保・三　島霊 剛

熊∴諒・主　計百　一日98

岡　田・大雪歌太　一）200

永　作・小　沼（吾　島）208

浩∴野・佐々木（日　工）ZZi

垂　井・語　濡信　一）227

ZL小葉・無　言く薫別245

勢　司・冷　静塵　－）246

丹　羽・根　本伸　一）263

石　原・五ケ谷（境）287

大　高・大　沢（水　一）301

大　友・永　山（護原）I78

杉　本・溺　沢俸　ニ）・200

洛　木・江　原（浩　二）201

鈴　木・富　海（日　高）幻7

吉　井・矢　口信　二）223

千田・大釜清二）244

笠．烹・清　三告　別225

改　野・謡　秦高　二）266

倉　井・荒　野詣　ニ）267

岩　登・薫　本に　ニ）281

上碧・石田（水ニ）裡

宮　本・富　合（境）307

島　田・安　達（結　ニ）紺

義　木・吉　成は　二日32

飯　田・松島（竜ニ）333

久保田・生　井俸」）355

〔概評〕　例年男女会場を水戸，土浦に分けて行なってきたが，今年は土浦会場が使用できず

水戸に集めて実施した。会場は県営，市営，氷炭，緑岡に分散，幸い天候に恵まれ無事終了し
た。新人強化チームがどこまでのぴて来たかが問題であったが男子はまずまずだった。

女子は鉾田二のl年生杉本・柳沢が同校の先輩チームを決勝で4－3で破り逆転勝ちした。

殊勲賞ものである。県東，県西の著しい伸張がたのしみである。
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〔概評〕県民総体も回を重ねるに従い・盛

り上りが見えてきた。男女共棄権校13を数え

たが，試合は順調に行なわれ・前日は2回戦

まで，残りを第2日目に消化した。

結果は男子は日立一高，女子は鉾田二尚が

二連勝した。国体県代表選手二組を抱える磯

原か日立二あたりが優勝と予想したが，気の

ゆるみと作戦の失敗から敗れたのは納得ゆか

ないものがある。

第20回関東高校軟式庭球選手権大会

1．期日　7月21，22日

2．場所　小田原市市営コート

3．戦　績

◎男子：個人戦

4回戦　皆　川・畠　山（日工）

広　瀬・百目鬼（館一）

直　井・町　田（古一）

3回戦　永　井・若　松（日一）

宇賀神・引　田（日一）

宮　田・鈴　木（古－う

村　山・田　村（磯原）

2回戦　神　谷・山　崎（水工）

野　沢・広　沢（要一）

豊　田・大曾根（日一）

山　中・鈴　木（館一）

山野辺・横　溝（水一）

硬　膏・伊　藤（古一）

1回戦　大久保・仙　波（舘一）

粕　谷・岩

篠　原・中

丹　羽・根

高　崎・原

大　熊・羽

棄　権　杉　浦・高

上（結一）

村（太一）

本（日一）

田（緑岡）

石（古一）

橋（藻一）

◎女手個人戦

準決勝∴本∴多・林　（日二）

準々法相∴鈴木・黒　沢（日商）

5回戦　矢　口・柴　山（土ニ）

渡　辺・膝　皿（日商）

4回賊　元　木・高　井（土ニ）

根　本・村　山（日二）

3回戟　神　永・村　田（磯原）

奥　村・小谷野（磯原）

2回戦　内　田・菊　地（水女商）

収　野・稲　葉（結二）

津久井・入　江（土二）

久保田・生　井（鉾一）

大　友・鈴

南　野・田

倉　井・瑞

l回戦　伊　藤・阿

鈴　木・安

海　埜・斉

大　野・横

栗　原・鈴

木（磯原）

中（館二）

野（竜二）

部（電二）

圃（磯原）

藤（湊二）

田（土二）

木（水三）

◎男子・団体戦

1回戦　古河一高1－2銚子商工千葉）

日立一高1－2沼田高（群馬）

◎女子・団体戦

決勝戦　土浦二高1－2富士見（東京）

準決勝戦　土浦二高2－1小川高（埼玉）

磯原高1－2富士見（東京）

2回戦　土浦二高2－1高津高（神奈川）

磯原萬2－1神奈川高（〝）

1回戦　士清二高3－0桐ヶ丘女大付属
（詳馬）

磯原高3－0松尾爵（千葉）

○土浦二は2位，磯原は3位入賞。
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昭和44年度全国高校総体

全日本高校軟式庭球選手権大会

1．試合日程

8月1日　女子開会式

8月2日，3日　女子遜手極

8月4日　男子閥会式

8月5日．6日　男子選手権

2．会場　千葉県茂原市営，長生高コート

．3．戦　績

○女子個人戦

5回戦　矢　口・柴　山（土二）

本　多・林　（日二）

3回戦　鈴　木・黒　沢（日商）

高　野・田　中（館二）

石　崎・堺　田（鉾二）

奥　村・小谷野（磯原）

2回戦　小　口・近　川（結二）

豊　崎・伊　藤（日二）

山　田・新　井（結二）

渡　辺・藤　田（日商）

○男子個人戦

5回戦　宮　田・鈴　木（古一）

永　井・若　松（日一）

2回戦　長　峰・佐　藤（鉾一）

皆　川・畠　山（日工）

広　瀬・百目鬼（解一）

l回戦∴浅　羽・酒　井（多賀）

鯉　淵・沢　畑（水農）

直　井・町　田（百一）

○女子団体戦

3回戦　磯原1－2指清商（鹿児島）

2回戦　磯原2－1岡山南（岡山）

1回戦　シード

○男子団体戦

2回戦　古河一0－2明星（大阪）

1回戦　古河一2－1松江南（島根）

り第2他団体軟式庭球関東地区予選

1＿－期日　9月6日，7日

2．場所　宇都宮暗営コート

3．参加曲目　高校女手

藍督∴飯島　　隆（土二）

選手　本多美御子・林知英子（日二）

奥村　光子・小谷野聖子（磯原）

大友　和子・村田　敬子（〟）

4．戦績　第5位（4勝3放）

庶城2－1神奈川　茨城2－1埼

涙城3－0山　梨　茨　城1－2東

茨　城1－2干　葉　　茨　城1－2鮮

茨　城2－1栃　木

5．戦評　関東ブロック1県にしぼる予選

のため厳しかったが，選手の調子は悪くない

のでうまくゆげは代表権もとれると思った。

1日目は善戦して勝点をあげた。しかし2日

目は強豪，東京，群馬，千葉に放れ，結局，

埼玉，茨城，千葉が同率。ルールに従って5

位になった。

第24回国体軟式庭球競技

1．期日10月27日

2．会場　長崎県長崎市営コート

3．参加種目　高校男子

監督　渡辺　寿恵（土三）

選手　皆川　祐一（日工）

畠山　豊光（〝）

広瀬　正範（館一）

百目鬼晴喜（〟）

永井　良一（日一）

若松　　宏（〝）

4．戦績　茨　城0－3愛　知

惹）2－4（奈

Ⅲ2－4（畜

害日掛3－4（簾

谷
川

園
崎

藤
藤
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